
6よしかわ議会だより

吉
川
線
工
事
の
完
成
時
期
は
。
②
計

画
し
た
横
断
歩
道
に
信
号
機
が
未
設

置
。
設
置
の
見
通
し
は
。
③
越
谷
吉

川
線
と
さ
く
ら
通
り
の
交
差
点
（
さ

く
ら
橋
）、
右
折
混
雑
解
消
を
。

答
都
市
整
備
部
長　

令
和
４
年
春
の

完
成
を
目
指
し
、
令
和
２
年
秋
に
は

北
側
２
車
線
を
開
通
す
る
と
県
か
ら

伺
っ
て
い
る
。
②
の
信
号
機
は
、
こ

れ
ま
で
県
に
要
望
し
て
き
た
が
、
現

時
点
で
設
置
の
見
通
し
は
立
っ
て
い

な
い
。
③
さ
く
ら
橋
交
差
点
と
新
道

橋
の
信
号
機
の
サ
イ
ク
ル
の
見
直

し
・
調
整
を
県
警
本
部
と
検
討
し
、

渋
滞
解
消
を
図
る
と
吉
川
警
察
署
か

ら
回
答
を
得
て
い
る
。

◆
公
共
施
設
の
整
備
は

問　

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る

た
め
、
施
設
の
状
況
、
改
修
の
必
要

性
の
把
握
と
改
修
計
画
、
大
規
模
改

修
の
時
期
を
具
体
的
に
伺
う
。

答
総
務
部
長　

今
年
度
、
建
物
の
劣

化
調
査
を
進
め
、
来
年
度
に
個
別
施

設
計
画
の
策
定
を
目
指
す
。
併
せ
て

財
源
措
置
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

中
野
地
域
の
浸
水
対
策

大
場
川
河
川
改
修
の
促
進
を

小
林　

昭
子

問　

①
進
捗
状
況
と
地
権
者
へ
の
定

期
的
報
告
を
②
更
な
る
促
進
を
。

答
都
市
整
備
部
長　

①
令
和
元
年
、

東
京
電
力
北
葛
飾
変
電
所
と
南
側
市

境
に
あ
る
橋
の
架
け
替
え
に
関
す
る

基
本
締
結
を
三
郷
市
・
県
と
３
者
で

締
結
し
ま
し
た
。
用
地
買
収
を
最
下

流
部
か
ら
進
め
、
工
事
着
手
時
期
が

決
ま
っ
た
時
点
で
地
元
説
明
を
予
定

と
の
こ
と
。
②
事
業
は
治
水
対
策
に

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
引
き
続
き

県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

◆
き
れ
い
な
街
は
市
民
の
願
い

　

草
・
ゴ
ミ
・
道
路
白
線
の
徹
底
か
ら

問　

日
頃
か
ら
早
朝
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

時
に
路
上
の
ご
み
を
拾
う
等
協
力
し

て
い
る
市
民
は
少
な
く
な
い
。
草
刈

も
で
す
。
①
窓
口
で
の
相
談
体
制
は
。

②
ゴ
ミ
パ
ト
ロ
ー
ル
の
現
状
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

①
自
治
会
等
日

頃
か
ら
美
化
活
動
へ
の
ご
協
力
感
謝

し
て
い
ま
す
。
要
望
に
は
そ
の
都
度

適
切
な
対
応
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

②
週
２
回
午
前
中
に
実
施
。
平
成
28

年
12
・
９
ｔ
、
30
年
は
８
・
８
ｔ
と

減
少
傾
向
で
す
。

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を

最
優
先
に
す
る
市
政
の
徹
底
を

雪
田　

き
よ
み

問　

今
年
４
月
、
重
度
の
難
病
患
者

さ
ん
に
向
け
た
市
職
員
の
暴
言
が

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
た
。

障
が
い
者
支
援
は
、
先
駆
者
の
方
々

の
自
己
主
張
と
、
そ
れ
に
真
摯
に
向

き
合
う
自
治
体
職
員
に
よ
っ
て
前
進

し
て
き
た
。
認
識
は
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
は
制
度
の
中
で
個
々
に
寄
り

添
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
一
番

大
切
な
こ
と
。

問　

難
病
や
重
度
障
害
、
自
己
責
任

で
は
な
い
。
そ
の
方
々
が
生
き
て
い

る
と
い
う
事
実
に
、
眼
を
行
き
届
か

せ
、
最
後
に
支
え
ら
れ
る
の
は
地
方

自
治
体
で
は
な
い
か
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

重
度
訪
問
介

護
の
国
の
基
準
を
上
回
る
場
合
は
自

治
体
裁
量
。
そ
の
基
準
が
な
か
っ
た
。

今
つ
く
り
始
め
て
い
る
。

問　

障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の

実
態
調
査
は
、
社
会
福
祉
士
や
保
健

師
な
ど
の
専
門
職
に
委
ね
る
べ
き
。

ま
た
、
障
が
い
福
祉
に
長
け
た
職
員

の
育
成
を
図
る
べ
き
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

で
き
る
限
り

専
門
性
を
重
視
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

安
心
し
て
子
ど
も
を

育
て
ら
れ
る
吉
川
市
へ

岩
田　

京
子

問　

市
に
は
休
日
の
学
童
・
保
育
園

の
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
。
総
務
省
の
統

計
で
サ
ー
ビ
ス
業
が
７
割
超
。
ひ
と

り
親
、
共
稼
ぎ
も
増
え
、
休
日
に
保

護
者
と
し
て
の
責
任
を
負
い
き
れ
な

い
家
庭
が
想
定
さ
れ
る
が
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

昨
年
の
入
所

申
請
時
の
就
労
証
明
書
等
に
よ
る
と
、

学
童
で
９
人
（
１
％
）、
保
育
所
で

62
人
（
４
％
）
が
、
父
母
共
に
日
曜

日
に
就
労
。
相
談
が
あ
れ
ば
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
て
い
る
。

問　

今
年
の
Ｇ
Ｗ
の
10
日
間
の
大
型

連
休
中
、保
育
希
望
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

連
休
中
、
市

内
２
か
所
の
学
童
を
開
所
し
、
延
べ

１
０
７
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

◆�

東
口
開
発
公
園
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
Ｗ
Ｓ
）

問　
ｗ
ｓ
は
、
現
状
把
握
→
問
題
・
課

題
の
整
理
→
意
見
出
し
→
合
意
形
成

と
い
う
手
順
を
踏
む
。
ど
の
よ
う
な
現

状
把
握
が
で
き
た
か
。
公
園
が
環
境

影
響
評
価
で
失
わ
れ
た
自
然
環
境
の

代
償
地
で
あ
る
こ
と
は
共
有
で
き
た
か
。

答
都
市
整
備
部
長　

そ
の
都
度
や
っ

た
。
環
境
影
響
評
価
は
し
て
な
い
。

「
認
知
症
対
策
」
の
拡
充
を

〝
自
助
、
互
助
共
助
、
公
助
〟
で

伊
藤　

正
勝

問　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
超
え
る

２
０
２
５
年
。
認
知
症
の
人
は
高
齢

者
の
20
％
。
予
備
軍
を
含
め
て
25
％

に
達
す
る
と
い
わ
れ
る
。
理
解
を
深

め
、
市
民
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
健
康
長
寿
部
長　

吉
川
の
高
齢
化

率
は
全
国
平
均
よ
り
低
い
が
25
年
に

は
24
・
８
％
と
推
定
。
認
知
症
の
理

解
や
早
期
発
見
の
啓
発
に
努
め
て
い

る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
医

療
・
介
護
等
の
連
携
強
化
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
講
演
会
開
催
。
吉
川
団
地

で
は
見
守
り
、
声
か
け
の
試
行
も
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
い
ま
４
３
１
０

人
に
。
さ
ら
に
養
成
に
努
め
る
。

問　

認
知
症
の
大
波
が
迫
っ
て
い
る
。

市
民
の
自
覚
を
求
め
防
災
と
同
じ
よ

う
に
〝
自
助
、
互
助
共
助
、
公
助
〟

の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。
と
り
わ

け
近
隣
関
係
や
地
域
づ
く
り
が
大
事

だ
。
行
政
は
リ
ー
ド
し
誘
導
に
努
め

て
ほ
し
い
。

答
健
康
長
寿
部
長　

や
さ
し
い
地
域

づ
く
り
が
大
切
だ
。
地
域
の
課
題
を

知
り
地
域
の
人
々
が
自
ら
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

旧
庁
舎
跡
地
杭
11
本
抜
け
ず

埋
戻
し
。
早
急
に
現
状
の
調
査
を

齋
藤　

詔
治

問　

旧
庁
舎
跡
地
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭

抜
き
工
事
に
つ
い
て
は
、
杭
を
有
効

利
用
出
来
る
資
源
と
考
え
一
貫
し
て

反
対
。
中
原
市
長
・
総
務
部
長
は
、

建
物
解
体
後
の
杭
は
産
業
廃
棄
物
で

あ
る
と
、
１
１
２
本
の
杭
抜
き
工
事

を
断
行
し
た
。
最
初
４
６
０
０
万
円

で
工
事
契
約
し
、
工
期
迄
に
16
本
の

杭
が
抜
け
ず
、
新
た
な
工
事
費
約

１
８
０
０
万
円
の
増
額
支
払
い
、
さ

ら
に
残
杭
11
本
を
抜
く
工
事
費
は
、

概
算
６
０
０
０
万
円
か
か
る
上
、
周

り
の
影
響
を
考
え
、
杭
を
埋
め
る
判

断
を
し
た
。
大
き
な
失
態
で
す
。
現

状
を
先
送
り
し
、
放
置
し
て
良
い
の

か
。
大
変
無
責
任
で
問
題
で
は
。

答
総
務
部
長　

本
工
事
は
杭
の
状
態

が
悪
く
、
引
上
げ
に
時
間
を
要
し
た

こ
と
か
ら
、
変
更
契
約
し
た
も
の
で

す
。
追
加
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
、

市
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
部

杭
抜
き
が
出
来
な
か
っ
た
杭
の
対
応

に
つ
い
て
、
工
法
を
変
え
更
な
る
工

事
の
続
行
は
、
近
隣
へ
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
残
っ
た
杭
抜
き
を

早
急
に
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

答
え
て
市
長
！
一
般
質
問�

前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き

　

通
告
第
２
号
、
互
議
員
の
一
般
質
問

は
、
欠
席
の
た
め
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。


